
主催：北部構内事務部 教務・図書課 

共通図書掛 由本・野間口 

日時：平成28年度6月23日（木） 

16：30~17：00 

オープンアクセス研修会 

？ ？ 
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本日の内容 
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 オープンアクセスとは 

 オープンアクセスへの歴史 

 購読型電子ジャーナルとオープンアクセス 

 京都大学学術情報リポジトリ 

 京都大学オープンアクセス方針 

 リポジトリ登録システム 

 APCについて 

 



オープンアクセス（OA）とは 

『学術論文に対して 

 誰もがインターネットを介して無料で 

 アクセスして利用できるようにすること』 
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オープンアクセスにするメリット 

 インターネット上で全世界の人に無料で論文
を読んでもらうことができます 

 論文が引用される可能性が高まります 

 研究成果を社会に還元できます 

 自分の論文をいつでも確認することができま
す 
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オープンアクセスへの歴史（1） 

 シリアルズ・クライシス 1970年代~1990年代 

論文数の激増 

雑誌価格の高騰 

一部の商業出版社の寡占 

雑誌購読タイトルの減少 

購読機関の減少 
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オープンアクセスへの歴史（2） 

 Academic Press社によるビッグ・ディールの誕
生（1996年） 

 Elsevier社「SD-21」展開（1999年） 

 

 電子ジャーナルの利便性向上 

学内からネットワーク経由で24時間利用可能 

同時に同じ雑誌を複数の人が読める 

冊子体より早く記事・論文を入手できる 

優れた検索機能 

リンク機能などの活用 
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オープンアクセスへの歴史（3） 

95％以上が 

月1回以上利用 
7 

2014年SCREAL調査結果速報 
http://www.screal.jp/2014/20151016_

SCREAL_first_release.pdf 



オープンアクセスへの歴史（4） 

 価格の上昇による経費増加 

 契約終了による閲覧不可 

 高評価雑誌への集中 

 査読システムの変容 

 科学計量学的なデータの独占 
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オープンアクセスへの歴史（5） 
 ブタペスト・オープンアクセス・イニシアティブ 

（2002年）、 ベセスダ宣言、ベルリン宣言（2003年） 

 助成金を提供する機関・大学がOAを条件・推奨に 
米国：国立衛生研究所助成成果をOAジャーナル、 
 機関リポジトリのどちらかで公開（2008年） 
 EU：2020年までに全ての 
 公的資金による学術出版物 
 OAに合意（2016） 
日本：学位論文のリポジト 
 リ登録義務化（2013年） 
 JSPS・JST・内閣府 
 などOAに関する施策推進 
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The Registry of Open Access 

Repository Mandates and Policies 

https://roarmap.eprints.org/ 



購読型電子ジャーナルとOA 
 購読型電子ジャーナル 

大学、図書館等が購読するクローズドアクセスモデ
ル（従来型） 

 ゴールドOA 

著者支払（APC） ・読者無料型モデル、著者選択支
払・部分的オープンアクセス・ジャーナル（ハイブ
リッドモデル）など刊行後即座にOAになるモデル 

 グリーンOA 

大学等が構築・運用する機関リポジトリ等で論文を
OAにするモデル 

公開開始時期指定（エンバーゴ）や出版される版と
同じ版面が使えない（著者最終稿）などの条件 
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京都大学学術情報リポジトリ 

 2006年10月運用開始。14万件以上の本文データが
閲覧可能国内最大規模の機関リポジトリ 

 京都大学所属者は、京都大学学術情報リポジトリ
KURENAIに論文を登録することができます 

 著者の金銭的負担はありません 
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http://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp  



京都大学学術情報リポジトリ 
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リポジトリ登録件数 

（2016年5月末日現在） 

農学   1,799件 

理学   6,063件 

数研   30,368件 

基礎研   12,571件 

フィールド 2,623件 

※学位論文は除く。 

 数研が学内部局最多 
 



京都大学オープンアクセス方針 

 2015年4月28日に「京都大学オープンアクセス方

針」が役員会で承認され、採択されました。これ
は、京都大学の教員が生み出した学術論文等の研
究成果を、「京都大学学術情報リポジトリ
KURENAI」によりインターネット上で原則公開す
ることを定めたものです。  
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京都大学オープンアクセス方針（1） 

 （趣旨） 

京都大学は、本学に在席する教員によって得られ
た研究成果に対する学内外からの自由な閲覧を保
証することにより、学術研究のさらなる発展に寄
与するとともに、情報公開の推進と社会に対する
説明責任を果たすために、オープンアクセスに関
する方針を以下のように定めるものとする。 
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京都大学オープンアクセス方針（2） 

 （研究成果公開の権限） 

京都大学は、出版社、学会、学内部局等が発行し
た学術雑誌（図書等を除く）に掲載された教員の
研究成果を、京都大学学術情報リポジトリによっ
て公開する 
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リポジトリ登録システム 

 リポジトリ登録システムとは、オープンアクセス
方針の対象となる論文を京都大学学術情報リポジ
トリKURENAIに登録申請するためのシステムです。 

 研究者データベースresearchmapや抄録・引用文献
データベースScopusからデータを取得しています。 
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https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher/ 

https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher/
https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher/
https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher/


リポジトリ登録システム：手順の流れ 

ログイン 

未登録一覧
にあり 

登録申請 
例外処理
申請 

未登録一覧
になし 

新規登録
申請 
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リポジトリ登録システム：登録申請の方法 
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 未登録一覧から選んで登録申請 

 →論文情報の入力不要 

 

 未登録一覧になしで新規登録申請 

 →論文情報の入力必要 



リポジトリ登録システム：ログイン 

 https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher/ 

 KURENAIトップページ→リポジトリ登録システム 

 → 1. ログイン 

 図書館機構トップページ→オープンアクセス 

 →リポジトリ登録システム→1. ログイン 
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https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher/
https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher/
https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher/
https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher/
https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher/


リポジトリ登録システム：登録申請 
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未登録一覧から登録する論文を選択し、 

「申請」ボタンをクリック 



リポジトリ登録システム：論文詳細画面 
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論文の内容を確認し、 

「登録申請」ボタン
をクリック 
 

※特に「許諾条件」
にご注意ください 



リポジトリ登録システム：論文詳細画面 
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査読済みで出版社に受理

された確定原稿で、雑誌

掲載レイアウトになる前

のもの。 

PDF、Word等ファイル形

式は不問。もし別ファイ

ルで図や表があればそち

らも原稿ファイルと一緒

にご送信ください。 

著者稿(著者最終稿とも) 



リポジトリ登録システム：共著者許諾 
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 KURENAIに登録する前に、著作権者の許諾を得る
必要があります。 

 

共著者がいる場合、共著者全員の合意 

著作権が出版社に移転する場合は、出版社
の許諾 

 

執筆される際には出版前に共著者の合意を得
ることをお薦めいたします。 

 

 



リポジトリ登録システム：適用例外申請 

 研究成果のKURENAIによる公開が不適切であると
教員が判断した場合、「適用例外申請」をお願い
いたします。 
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リポジトリ登録システム：入力者・代行申請 

 SPS-IDをお持ちの教職員はリポジトリ登録システ
ムにご利用いただけます。 

 また、登録申請代行依頼者（著者）が代理入力者
を登録し、代理入力者が登録申請を代行すること
もできます。 

 教育研究活動データベースとの連携も進めていま
す。 
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リポジトリ登録システム：著作権 

 クリエイティブ・コモンズ・ライセンス 
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APC：APC割引情報 

 APC : Article Processing Charge 

 オープンアクセス掲載にあたり著者が負担する 

 論文投稿料 

 1研究者あたり平均支払額 
 166,433円/年間（平成24年度国立大学図書館協会） 

本学所属者向け割引情報 

 http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13089 

 「オープンアクセス誌投稿料の割引情報について」/ 

 図書館機構HP→オープンアクセス 
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http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13089
http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13089
http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13089


APC：コストの問題 
 APC本学支払推算額（DB情報より算出） 
 2013年 5,000万円 

 2014年 6,700万円 
 

 増大する学術情報の受発信コスト 
 雑誌購読費＋従来からある投稿料＋ 

 カラーチャージ … 

 ＋APC 
 

 APC費用把握の必要性 
  実態を把握し、出版社との交渉根拠とする 
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APC：把握のためのお願い 

財務会計システム入力の場合 

 摘要欄へ入力 

  

29 

統一記述フォーマット 

 
論文投稿料    雑誌名,    出版者名（取引先） 

 
例：論文投稿料  Nature Commn.,   Nature Pub. Group 

統一記述フォーマット 



APC：財務会計システム入力例 
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摘要欄：論文投稿料 

 Nature Communications,  Nature Pub. 



APC：立替払請求書の記入例 

立替払請求書 予算責任者 

北 白川子 北 

金 159,600 円 

但し、論文投稿料 として 

    1,400ドル（1ドル114円） 

Plant Signaling & Behavior,  T & F 

別紙領収書のとおり支払いましたので、請求します。 

予算情報 
平成28年6月23日 

京都大学学長 殿 請求者 京都大学農学研究科   
北 白川子   

北 

雑誌名 出版社(取引先名） 
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 皆様のオープンアクセスを支援します。 

 附属図書館 

 学術支援課 学術支援掛 

   mail:repository@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

 北部構内 

 教務・図書課 共通図書掛 

 mail:a60lib@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

わからないこと・ご相談 
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